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二
〇
二
二
年
度
�
令
和
四
年
度
�
哲
学
教
室
彙
報 

 
学学
事事
日日
程程		

二
〇
二
二
年
四
月
六
日     

ガ
イ
ダ
ン
ス 

二
〇
二
二
年
一
〇
�
一
二
月	

修
士
論
文
・
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
�
木
曜
日
三
・
四
限
�
哲
学
討
論
�
に
て
順
次
開
催
� 

 

卒卒
業業
論論
文文		

小
川
さ
く
ら
�
安
楽
死
の
法
制
化
に
つ
い
て
� 

川
崎	

	

剛
�
ヴ
�
ル
タ
�
�
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
言
語
哲
学

�
言
語
か
ら
模
倣
へ
�
そ
し
て
創
造
へ

�
� 

小
林
み
な
み
�
道
徳
法
則
に
お
け
る
義
務
の
衝
突
に
関
す
る
考
察
� 

鄭	
	

閔
斤
��
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
�
の
ア
ク
ラ
シ
ア
論

�
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
か
�
否
か

�
� 

ス
ウ
・
コ
ウ
キ
ン
�
ニ
�
チ
�
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
の
克
服
に
つ
い
て
� 

杉
山	

遥
香
�
言
語
哲
学
者
た
ち
の
空
名
観
と
ク
リ
プ
キ
の
キ
�
ラ
ク
タ
�
説
� 

土
田	

真
希
�
被
服
と
共
に
あ
る
人
間
� 

成
田	

	

咲
�
バ
タ
イ
ユ
に
お
け
る
自
死
の
禁
止
に
つ
い
て
� 

西
尾	

侑
里
�
ア
ウ
グ
ス
テ
�
ヌ
ス
�
告
白
�
に
お
け
る
�
傲
慢
�
と
は
何
か
� 

西
村	

朝
陽
�
記
述
理
論
を
め
ぐ
�
て

�
ス
ト
ロ
�
ソ
ン
に
よ
る
批
判
の
検
討

�
� 

本
間	

銀
河
�
共
苦
は
い
か
に
し
て
可
能
か

�
シ
�
�
ペ
ン
ハ
ウ
ア
�
の
共
苦
論
と
情
動
の
身
体
性
評
価
説

�
� 

森	
	

佑
芽
�
幸
福
を
享
受
す
る
存
在

�
出
生
前
診
断
の
あ
り
方

�
� 

山
田	

侑
季
�
プ
ラ
ト
ン
�
政
治
家
�
に
お
け
る
人
間
の
�
自
由
と
幸
福
�� 
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吉
田
涼
太
郎
�
ニ
�
チ
�
�
道
徳
の
系
譜
学
�
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
道
徳
に
つ
い
て
の
分
析
� 

 
修修
士士
論論
文文		

魚
住	

広
生
�
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
精
気
の
謎

�
自
然
学
・
生
理
学
か
ら
の
考
察

�
� 

岡
田	

誠
二
�
ソ
ポ
ク
レ
ス
�
ア
イ
ア
ス
�
に
お
け
る
ア
イ
ア
ス
の
負
の
側
面
の
描
写
が
持
つ
最
後
の
場
面
の
準
備
と
し
て
の
機
能
� 

棚
町	

太
陽
�
ア
イ
ス
キ
�
ロ
ス
�
ア
ガ
メ
ム
ノ
�
ン
�
に
お
け
る
ク
リ
�
タ
イ
メ
�
ス
ト
ラ
�
の
人
物
像
の
二
面
性

�
演
説
と
対
話
場
面
で
示
さ
れ
る

男
性
の
よ
う
な
説
得
力
と
女
性
と
し
て
の
強
い
情
念

�
� 

	
 

教教
員員
のの
業業
績績		

石
川	

	

求 

�
研
究
論
文
��
体
験
と
沈
黙
���
人
文
学
報
��
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
�
第
五
一
九‒

八
号
�
今
号
��
二
〇
二
三
年
三
月
�
一
�
三
一
頁 

栗
原	

裕
次 

�
研
究
論
文
��
プ
ラ
ト
ン
�
政
治
家
�
に
み
る
�
人
の
支
配
�
と
�
法
の
支
配
����
人
文
学
報
��
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
�
第
五
一
九‒

八
号

�
今
号
��
二
〇
二
三
年
三
月
�
三
三
�
六
四
頁 

�
学
会
発
表
�”T

w
o O

n
tological F

u
n

ction
s of th

e N
atu

re of D
ifferen

ce in
 P

lato’s S
oph

ist” 

第
一
三
回
国
際
プ
ラ
ト
ン
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
�
於 

ジ
�
�
ジ
ア
大
学
�
米
国
・
ア
セ
ン
ズ
���
二
〇
二
二
年
七
月 

松
阪	

陽
一 

�
研
究
論
文
��
意
味
と
選
択
���
哲
学
論
叢
��
京
都
大
学
哲
学
論
叢
刊
行
会
�
第
四
九
号
�
二
〇
二
二
年
�
一
二
�
二
七
頁 

�
研
究
論
文
��
進
化
と
安
定
性
���
思
想
��
岩
波
書
店
�
二
〇
二
三
年
一
月
号
�
第
一
一
八
五
号
��
八
九
�
一
〇
三
頁 

木
田	

直
人 

デカルトの循環（一四）
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�
研
究
論
文
��
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
���
ひ
と
お
も
い	

４
��
東
信
堂
��
二
〇
二
二
年
七
月
�
三
三
�
五
九
頁 

�
編	

	

集
��
哲
学
を
創
造
す
る	

ひ
と
お
も
い 

４
��
東
信
堂
��
二
〇
二
二
年
七
月 

井
原
健
一
郎 

�
研
究
論
文
��
デ
カ
ル
ト
の
循
環
�
一
四
����
人
文
学
報
��
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
�
第
五
一
九‒

八
号
�
今
号
��
二
〇
二
三
年
三
月
�
六
五

�
八
九
頁	
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